
第１学年前期   教科名：歯科保健予防技術論 

 

■一般目標（GIO） 

  

 口腔内での歯科予防処置を実施するために，顎模型上にて各基本操作を

行い，基礎的な知識・技術および態度を修得する。 

 

■到達目標（SBOs） 

・  シックルタイプスケーラーの基本操作を説明できる。 

・  グレーシータイプキュレットの基本操作を説明できる。 

・  歯面研磨の基本操作を説明できる。 

・  顎模型上でシックルスケーラーを用いたスケーリングができる。 

・  顎模型上でグレーシータイプキュレットを用いたスケーリングができ

る。 

・  顎模型上で歯面研磨ができる。 

・  施術時における患者の安全確保（主に器具の取り扱い）を身につける。 

 

■ 

 

教 科 書 

 

： 

 

特に指定しない。 

■ 参 考 書 ： 特に指定しない。 

■ 授 業 時 間 ： １）木曜日 ９：00～11：50 

２）金曜日 13：00〜15：50 ＊実習は半数ずつ行う。 

■ ｵ ﾌ ｨ ｽ ｱ ﾜ ｰ ： 満足 愛（manzoku.ai@nihon-u.ac.jp） 

月曜日〜金曜日 ９：00〜17：00 

■ 授業の方法 ： マネキン実習 

■ 準備学習・ 

準備学習時間 

 

： 

授業で学修した内容を理解した上で実習に臨めるよう，各々授業

時間相当充てて予習と復習を行うこと。 

■ 成績評価方法 ： 成績は前期（50％），後期（50％）を総合して評価する。 

前期は，実技試験（各試験 15％）と実習後レポート・観察記

録（20％）にて評価する。 

■ 注 意 事 項 ： 実習は身だしなみを整え，忘れ物をしないでください。忘れ物をし

た場合は見学実習となります。また，レポートなどの提出期限は厳

守してください。 

自主練習希望は事前に相談してください。 

実習を欠席した場合は，補習を必ず受けてください。補習を欠席・

遅刻した場合の振替日は原則設けません。 

■ 実 務 経 験 ： 満足 愛：歯科病院にて口腔衛生管理を専門とした歯科衛生

士の経験と歯周病学会認定歯科衛生士としての立場を基に，

口腔衛生管理の基礎的な知識や技術をわかりやすく学ぶ場を

提供したいと考えている。 

 

■予定表  



授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第１〜３回 

 ５月 22日２） 

 ５月 29日２） 

 満足 愛 

シックルスケーラー 

（上下顎前歯部） 

・ 顎模型上にてシックルスケーラ

ーを操作できる。 

第４〜６回 

 ６月５日２） 

 ６月 11日１） 

満足 愛 

グレーシータイプキュ

レット 

（上下顎前歯部） 

・ 顎模型上にてグレーシータイプ

キュレットを操作できる。 

第７〜９回 

 ６月 12日２） 

 ６月 18日１） 

 満足 愛 

グレーシータイプキュ

レット 

（上顎両側臼歯部） 

・ 顎模型上にてグレーシータイプ

キュレットを操作できる。 

第 10〜12回 

 ７月３日２） 

 ７月 10日２） 

 満足 愛 

グレーシータイプキュ

レット 

（下顎両側臼歯部） 

・ 顎模型上にてグレーシータイプ

キュレットを操作できる。 

第 13〜15回 

 ７月 16日１） 

 ７月 17日２） 

 満足 愛 

シックルスケーラー 

（実技試験） 

シャープニング 

・ シックルスケーラーの実技試験

を行い，手技修得度を確認す

る。 

・ シックルスケーラーとグレーシ

ータイプキュレットをシャープ

ニングできる。 

第 16〜18回 

 ７月 23日１） 

 ７月 24日２） 

 満足 愛 

グレーシータイプキュ

レット（実技試験） 

歯面研磨 

・ グレーシータイプキュレットの

実技試験を行い，手技修得度を

確認する。 

・ 顎模型上でポリッシングブラシ

とポリッシングカップを操作で

きる。  


